
 

 

 

 

 

「福島からあなたへ」脱原発社会をめざす塩

尻の会主催の講演会に 200人以上が参加 
 

８月２５日に、塩尻市の中信会館を会場に、脱原発社会をめざす塩尻の会主催で、「福島からあなた

へ」というテーマで、福島原発告訴団団長でもある武藤類子さんの講演会が行われ、200 名を超える

市民のみなさんが参加した。スライドも 100枚ほど用意され、まず、汚染水で大問題になっている福

島第一原発でいま、起こっている問題をリアルに語られた。除染ゴミの処理問題、子どもたちが安心

して遊べない環境、東電も、政府もこんなに大きな事故が起きたにもかかわらず、責任をとっていな

いことなど、多くを語られた。そして、自然エネルギーを大切に、自然とともに生きられている姿が、

動物や森の昆虫のスライドと合わせて紹介され、いまの自分たちの生き方を改めて見直していくこと

も大事ではないかと感じた。講演会終了後には、著書「福島からあなたへ」のサイン会に列ができた。 

参加者の多くは、感想で、大変感動した話でした。そして、原発のない長野県でも、もっと学習を

深め、「脱原発」を求める声を上げていきましょうと決意が語られていた。引き続き、「塩尻の会」で

は、講演会や映画会など、計画していく予定です。 

なお、この講演会の成功に向けて、多くの団体、個人が協力してくれ、運動の広がりを感じた。引

き続き、幅広い共同の輪を「原発反対」の一致点で広げていきたい。 

 

武藤類子さんの講演を聴いて（参加された

方からの感想です） 

 

十数年前になりますが、チェルノブイリ

の原発事故をきっかけに自らの生活を見直

した･･･そんな武藤さんの記事を目にした

ことがあります。その行動に衝撃を受けた

反面、遠い日本の地でなぜそこまで･･･とい

う思いもありました。今回、武藤さんの生

の声を聴いて、より磨きのかかった自然エ

ネルギーによる生活は、驚きの連続です！  

この講演の中で２つのことが胸に残りました。1 つは、海の汚染について自国の日本よりも他国の

外国の方が関心を示している実情。もう一つは「原発事故は、何の臭いも色も変えない。一見すると、

何事もなかったようにさえする。本当はどんな賠償を受けても、償えないものである」という武藤さ

ん自身の言葉です。 

この２つには、めざましい経済成長によって私たちは便利で豊かな暮らしを手に入れました。その
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暮らしが当たり前になりすぎ、いつしか手間をかけて暮らすことを忘れています。そういう平穏な暮

らしや日常が、大震災によって起きた原発の本当の恐ろしさや真実あるいは事実が都合のいいように

隠されていることすら気付かないのだと感じました。そして、「真実が何であるのか」「何が起こって

いるのか」その実態を見ようとしない、知ろうとしない、そんな私たちの無関心な姿勢が共通してあ

るように思えてならないです。 

私は、大震災によって「原発」について知ったことがほとんどです。この大震災によって知らされ

たがあります。本来なら、ずっとずっと以前から知らなければならなかったことかも知れません。 

今できること、これからできることは、様々な角度から大震災によって受けた多大な影響を知り、

関心を持ち続けることです。意識的に関心を持たなければ記憶も薄れて、やがて記憶の中でも蘇りに

くくなるのだと思います。自らの目で見て、自らの耳で聴いて、その実態を広め、繋げていくことで

す。この講演は、まさにその第 1歩です。 

 

つながろうフクシマ！ひろげよう脱原発！ 9・28松本行動  
 
私たちはあきらめません！ 原発なくすまで！ 

 福島原発事故は収束したでしょうか。 

メルトダウンした核燃料棒はどうなったのでしょうか。 

高濃度汚染水の流出はどうなるのでしょうか。 

収束どころか放射能漏れは続いています。空中に、地中に、海中に。 

政府の｢自宅に帰還可能｣は正しいでしょうか。 

ホントに大丈夫でしょうか。住民や労働者の被爆は続いています。 

中央構造線・南海トラフがアブナイ！   

四国電力伊方原発３号機(愛媛県)再稼働はアブナイ！ 

 すべての原発再稼働と原発輸出に NO ! の声をあげ続けましょう。 

 関西電力･大飯原発を止めましょう。 

 第 2 のフクシマが起きると信州も 

 全滅の危機です。     

 

 

 

 

 

 

 

☆楽器・メガホン・プラカード持参歓迎！ 

主催：脱原発信州ネットワーク･松本 
（3･11デモなどの実行委員会） 

 連 絡 ･ 問 い 合 わ せ 先  ： 0263(33)8154( 西 村 ) 

090-4628-8549(水谷) 

 


